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海外の野外励査プロジェク
ポランティアとして参加する機会を提供しま釈

花王株式会社と認定特定非営利活動法人アースウォッチ・ジャパ

ンの協働で、第15回「花王・教員フェロ ー シップ」を実施いたし

ます。「花王・教員フェローシップ」は、夏休み期間1-2週間程度、

先生方を生物多様性保全に向けた海外の野外調査にボランティ

アとして派遣し、その体験を教育の現場に活かしていただくプログ

ラムです。米国に木拠地をおく国際NGOア ースウォッチの日本支

部アースウォッチ・ジャパンがポランティア先のプロジェクトを選定し、

花王が支援いたします。

環境教育のお手伝いを通して
積極的に社会貢献活動を推進しています。

花王は、「次世代を育む濃境づくりと人づくり」をテーマに社会貢献

活動を推進しています。その中でも特に次世代を担う子ども達を育

てるキーパーソンである学校の先生方を応援するプログラムは重要

な社会貢献活動だと考えています。

このプログラムは環境教育の実践者である先生方の、異文化の中

での野外科学調査の体験を支援するものです。一流の科学者のも

と、野外調査を通じて得た、生物多様性への理解や自らの感動や体

験を、地域や学校で特色ある環境教育の実践に結びつけていただ＜

ことを目的としています。

さらに、科学の専門家や参加者とのネットワークづくりや異文化交流、

多様性の理解など環境教育の視点だけでなく、日常生活の中では

得ることのできない多くの経験を教育の現場で子ども達へ伝えてい

ただきたいと思います。

花王株式会社

花王 ・ 教員フェロ ー シップ
生物多様性支援プログラム

プログラムの概要

支援内喜
①海外野外調査プロジェクトの研究分担金（参加費約30万円）

（調査期間中の食費•宿泊代・移動費を含む）
②参加にかかる費用の補助 10万円

（渡航費、装備品購入費、査証代など使途自由）

野外調査プロジェクトの内喜と硯婚活動期間
生物多様性に関する下記プロジェクトの中から選択（各2名）
Oスコットランドのハイランド地方をオオカミとクマに返せるか

8月 48-8月llB( 8日間）
〇アラスカのラッコと海草 8月7日-8月16日(10日間）
O南アフリカの絶滅危惧種サイの保護 8月 98-8月208(128間）
Oモンタナ州の気候変動がハックルベリーとハイイログマに与える影響

8月108-8月16日(7日間）

0バハマでウミガメを追跡 8月118-8月19日( 9日間）

支援に會まれないもの
日本国内交通費、現地集合場所までの渡航費を含む交通費・食費、海外
旅行保険代、在証（ビザ）申請費用、予防接種費用、調在中の個人経費
（電話・洗濯等）、活動外の経費（観光•±産等）等

応募要項

募集対象者•募集人敷
小学校、中学校の教員（担当学年、科目を問いません）10名

応募方法
所定の応募用紙（添付）に必要事項を記入の上、論文を添付し、下記へ
ご送付下さい。郵送、メー ルのいずれでも可。

く論文＞

テー マ ：「学校教育の現場で環境教育を進めるうえで、
自然観察や自然体験がどのような意味があると考えるか。」
硯在ご自身が学校で実践していること、プロジェクト参加後
その体験をどのように学校・地域で実践したいかについて
具体的にお書き下さい。

字 数：1000字-1200字(A4縦用紙横書き）
O応募期間：2018年3月18�4月10日（当B消印有効）
O応 募先：アースウォアチ・ジャパン 花王・教員フェローシップ係

〒113-8657 東京都文京区弥生1-1-1
東京大学大学院農学生命科学研究科
フードサイエンス棟4階
Tel:03-6686-0300 e-mail:info@earthwatchjp 

参加者にしていただくこと
①集合場所までの交通の手配、在証の取得、予防接種など。
②出発までに義務付けられている書類の提出。

（英文の参加申込用紙、健康証明害、免責承諾害、旅程表）
③野外調査に参加し、研究者の指示に従って作業に従事する。
④帰固後l力月以内に体験報告苔を提出する。
⑤学校（および、できれば地域（他校など））での報告会の実施。
⑥プロジェクト参加報告会への参加。(10月頃、東京にて開催予定）

体験を通して得られるもの
O野外調査の実体験
O専門家による調査テクニックの習得
O他国の参加者やスタッフ等との国際文化交流経験
O科学の専門家や異業種の人々とのネットワーク
O国際的な グループ活動での協調性の大切さ
O非日常体験の困難を克服する達成感

その他

〇プロジェクトは現地集合・解散です。プロジェクト8程だけでなく、前後
のフラ イ トの日程も合わせて計画してください。

O調査はすべて英語で実施されます。現地で合流するまでの旅程、プロジ
ェクト期間中の生活において、日常会話程度の英語力は必須です。ま
た調査内容の理解に加えてフィールドにおける安全対策の実施を徹底
させる観点から、英語によるコミュニケーションスキルも必要となります。

O調査活動はおもに、大自然の中での野外活動です。
Oプロジェクトは変更あるいは中止になる場合があります。

選考の方法と期間および結果の通知
O花王•教員 フェローシップ選考委貝会において書類選考を行い、

応募者に対して、選考結果を文書にて通知します。
O選考会は、2018年5 月上旬に実施します。

＜選考委員＞
委員長石田秀輝（東北大学名抒教授）
委 貝今井通子（登山家）

浦辺徹郎（アースウォッチ・ジャパン理事長）
石渡明美（花王株式会社執行役貝

コー ポレートコミュニケーシ ョン部門紘括）

応募に際しての注意事項
0万が一、参加が不可能になった場合には、速やかに事務局まで

ご連絡ください。
O現地での傷害、けが、紛失や盗難などに関するトラブルは全て自

己の責任であり、それらにかかる費用は自己負担となります。
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2018年実施プロジェクト一覧
各プロジェクトの詳網は、アースウォッチ・ジャパンWebサイトをご覧下さい。
http-Jlwww.earthwatch.jp 

スコットランドのハイランド地方をオオカミとクマに返せるか
- Rewilding the Scottish Highlands -

オオカミ絶滅が森林に与えた影響をモニタリングし生態系回復活動の効果を探る調査
【活動期間】2018年8月4日�a月11日 (8日間）
【調査地】イギリス、スコットランドアラデール自然保護区
【ポランティアの役割】過去 3,000 年にわたり、伐採、オオカミの絶滅、
ヒツジの導入により、スコットランドの生態系が崩壊しました。アラデー

ルでは 2003 年から植林が始まり、また、増えすぎたシカに対してオオ

カミやクマの迫入も検討されています。森林復元の効果を測定し、人
間の施策が生態系回復にどのように寄与していくかを探るため、ボラ
ンティアは主にシカの行動観察と樹木の調査を行います。
【宿泊施設等】自然保護区内の口yジに泊まります。食事は地元の食
材やジビエなどを使って調査スタッフとボランティアが一緒に調理します。

� ーア2竺？空竺!,-
＾アラスカ南東部の海草の生息地を維持するためにラッコが担う役割を調査

【活動期間】2018年8月7日-a月16日 (10日間） iラポでは海草のサンプルを一定の手順に従って処理 ・ 仕分けし、種
【調査地】米国、アラスカ州プリンス ・ オブ ・ ウェールズ島 ： の識別用に保存します。
【ボランティアの役割】ラッコの数を数えたり、調査区画の設置や海 ： 【宿泊施設等】調査地のキャビンやアパートに5白まります。朝食とタ
草の株の計測、サンプル採集などを手伝います。また藻場に生息す ：食は研究者とボランティアが協力して宿泊施設で作ります。自由時問
る魚の数を数え、種を識別するため、地引網の設濱を手伝います。！ に採った魚やベリーをグループの食事に取り入れることもできます。

極門竺竺an竺竺9竺門霞
密猟により絶滅の危機に瀕しているサイの行動調査

【活動期間】2018年8月9日-a月20日 (12日間） i [宿泊施設等］レンガの小屋、木製キャビン、サファリテントのいずれ
【調査地】南アフリカ、北西部の私設動物保護区 ： かに泊まります。施設にはシャワーと水洗トイレがあり、発電機や太陽
【ボランティアの役割】サイの行動観察をしたり、サイと鳥類や他の哺 ： 光発電の照明を利用します。猟獣の肉の煮込みや南アフリカ風バー

乳類との関係性の調査や、植生調査などの作業を手伝います。キリ ！ベキューなどの郷土料理が供されます。
ンやゾウ、シマウマなどの動物に出会えます。
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ーイイログマに与える影響

co モンタナ州のハイイログマやその他の動物種にとって、欠かすことのできない重要な
食料であるハックルベリーに気候変動が与える影響を理解する調査

【活動期間】2018年8月10日-8月16日(7日間）
（調査地】米国、モンタナ州フラットヘッド国有林
【ボランティアの役割I水 ・ 気温 ・ 受粉に起きている変化が、ハイイ
ログマ等の食料になるベリー類の数にどのような影響を与えているのか
を知るため、ベリーの数を数えたり、遠隔操作カメラを使ってハックル

ベリーを食べている哺乳動物種を識別したり、調査地でミツバチと関
係のある顕花植物を識別します。
【宿泊施設等】フラットヘッド峡谷内の 一 軒家に宿泊します。電気、
冷蔵産、インターネット接続が利用できます。調査スタッフとポランティ
アは一緒に主に地場産の有機食材を使って夕食を作ります。

バハマでウミガメを追跡— Tracking Sea Turtles in the Bahamas -

アオウミガメとタイマイの生息海域を沿岸の士地開発と気候変動から守るため
生息地を特定し、 餌場の特性を明らかにする調杏

【活動期間】2018年8月11日�a月19日 (9日間）
【調査地】バハマ、ケープエレウセラ
【ポランティアの役割］アオウミガメやタイマイと 一緒に美しい沿岸の
海でシュノーケリングをしながら（船の上がよければ船で）、両種の正
確な生息地を特定する手助けをしたり、マングローブが茂る小川でウミ

ガメの生息密度をモニターします。
［宿泊施設等】美しいビーチやサンゴ確から歩いてすぐのところにある
ドミトリー様式の部屋からは海が望め、2段ベッド、天井の扇風機があ
ります。伝統的で新鮮なカリブ料理とアメリカ料理が混合した食事が
供されます。
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